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基本的振舞いについて示している o ここで、 DM ソリトンとは分散マネージメントの周期毎に同一の時間波形となる
光パルスである。








の振舞いを調べているo これより DM ソリトンが平均分散値が正常分散となる場合においても存在する伝送系の臨
界パラメータが解析的に求められることを示している o 次に、平均化法によって見つかっていたパルスの裾の振動を
説明するために、 DM ソリトンをエルミート・ガウス関数展開で近似する新たな方法を提案し、パルスの裾のダイ
ナミックスを明らかにしている。一方、ガイディングセンタ一理論は次の 2 つの場合において DM ソリトンの解析
に適用できることを示している。まず、伝送系における分散値の変化が比較的小さく、この変化が通常のソリトンに
対する摂動とみなせる場合には DM ソリトンを解析的な表式で表すことができる o 次に、非線形性が線形伝送系に















数値シミュレーションにより DM ソリトンの存在を予想するとともに、数値的な平均化法により、 DM ソリトン
の実体を明らかにしている。一方、近似的ではあるが種々の物理的考察が可能な変分法による解析により DM ソ
リトンの基本的振舞いを明らかにし、またいくつかの有益な結果を解析的に示すことに成功している。さらに、ガ
イディングセンタ一理論に基づく解析法を示し、 DM ソリトンのスペクトルに関する積分方程式の新たな数値解析
法を提案している o
(2) 種々の解析手法の比較検討を行い、その適用範囲を明らかにするとともに、必要な数値計算量など別の観点から
見た比較も示している。その結果、解析すべき伝送系が与えられた場合に、どの手法を用いた解析が有効であるか
の判断基準を明らかにしている o
以上のように、本論文は次世代の長距離超高速光ファイパ通信において注目されている分散マネージメントソリト
ンの基本的振舞いを明らかにするための解析手法の評価を行うとともに、その適用範囲を明らかにしている o この研
究成果は、最適な光伝送システムの設計指針を与える工学的に極めて独創的な研究であると言え、通信工学に寄与す
るところが大きし、。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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